
特集

大森西地区自治会連合会で防災活動をしている皆さま

災害時に助けあえる身近な地域の関係づくり
　過去の災害では、避難所への避難、被災した家屋からの救助、在宅で避難した方への支援が近所同士の
助けあいで行われました。大田区でも、災害が起きた時に近隣の方で助けあうことができるためには、日頃
から顔の見える関係づくりが望まれます。本号では、被災地での実例と、災害時に助けあうための身近な地域
の活動を紹介します。

思いがつながる、地域福祉情報誌
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大田区社会福祉協議会は「みんなでつくる　共につながりあう　まち」の実現に向けて、
地域の皆さまと力を合わせて大田区の地域福祉を推進する団体です。



防災啓発活動

▲医療・福祉系スタッフに行った
オリジナル防災ゲームを用いた研修

防災啓発活動災害時に助けあえる
身近な地域の関係づくり
災害時に助けあえる
身近な地域の関係づくり
災害時に助けあえる
身近な地域の関係づくり

　防災活動の普及を目的に、様々な
活動を行っています。東日本大震災
の被災地の様子を見て不安を感じ、
「普段から備えておかなければ」と思
い、活動を始めました。
　当初から続けている活動のひとつ
が「学校での宿泊訓練」です。毎年夏
休み期間中に、松仙小学校に通う親
子や地域住民向けに2日間にわたっ
て、避難所体験を実施しています。そ
の際ただ受け身で体験するのではな
く、日常に近い食事で備える「災害時
クッキング」や「防災クイズ」を通し
て、参加される方全員が楽しみながら
学べるような工夫をしています。参加
者としてだけではなく、協力者として
の活動をお待ちしています。▲防災教室の様子

⬆参加したい方は
こちら

東京ボランティア・市民活動センター
　2024年1月に起きた能登半島地震を受け、東京ボランティア・市民活動センター、東京都、災害協働サポート東京の3者は、その被災地にて「東京 能登
半島地震被災者支援ボランティアパッケージ」を実施しました。今回は、東京ボランティア・市民活動センターの加納佑ーさんと間瀬達成さんに、被災地の
プログラムにおけるサロンの立ち上げや運営についてお話を伺いました。

▲障害者通所施設が運営するサロンの店長みさきさん

　防災に関する講話やオリジナルの防災かるた、HUG(※)や
ワークショップ、まち歩き等、依頼に合わせたオーダーメイド
の取組で防災・減災啓発を行っています。

　活動のきっかけは、被災地へボランティア
に行った時、現地の方から「他人事ではない
んだよ」と言われたことでした。大田区では
大きな災害を経験していないからこそ、想像
して備えることが大切です。
　みんなの命を守るために知恵をつけ、想像
力を呼び覚ましましょう。

▲代表の新倉さん

大森西地区自治会連合会
地域防災の取組～守れる命  大森西、地域防災力～

　災害時における外国人支援の体制
づくりの一環として、災害時外国人支
援ボランティアを養成しています。
　大田区には様々なルーツを持つ方が
暮らしているため、国によって災害に関
する知識や背景が異なり、考え方も
様々です。
　災害時外国人支援ボランティアの方
には、研修や講座等に参加してもらい、
言語や文化、背景が違う方への災害時
支援について学んでいただきます。
また、大田区災害時おおた国際交流
センター(※)の設置・運営訓練や、外国人
と一緒に地域の防災訓練に参加してもらったことがあります。

災害時外国人支援ボランティア
（おおた国際交流センター）

⬆参加したい方は
こちら

▲（左から）おおた国際交流センター所長 田中さん、
国際都市おおた協会 深野さん、新山さん

　大田区社会福祉協議会では、災害時も含めた見守りささえあいの仕組みづくりを、地域の皆さまと一緒
に取り組んでいます。今号では、被災地で地域のつながりが活かされた実例を紹介すると共に、大田区内で
行われている自治会・町会での活動、防災啓発活動、外国につながりのある方、障がいがある方との様々な
地域活動をお伝えします。この特集を参考に、地域に一歩踏み出してみませんか？

　大森西地区自治会連合会では、自分の力で避難することが難しい方の安否確認を円滑に
行うため、支援に必要な情報を加えたマップづくりを自治会・町会ごとに行っています。
　さらに令和5年度から、大森西地区に住む自力での避難が難しい方々と、タオルを活用し
た訓練を年１回行っており、毎年対象者の約半数の方が参加されています。訓練日には家の
玄関先にタオルをかけてもらい、町会メンバーが確認に回ります。訓練を行うことで、災害が
起きた時には自身の安否を地域に知らせてもらえたらと思っています。
　この取組と並行して、大森西地区の小中学校等を中心とした防災拠点で活動する、地域
防災ボランティアを募集しています。登録された方には、平常時には防災訓練への参加
呼びかけを行い、災害時には町会メンバーと共に避難所運営を担っていただく想定です。

⬆詳しくは
こちら

▲大森西地区自治会連合会
濱 勝康 会長

災害時の外国人支援
　一緒に学び、備えませんか？ 

障がいがある方との活動

　区民活動支援施設大森
「こらぼ大森」の管理者
NPO法人大森コラボレー
ションの障がい児・者実行
委員会は、地域で暮らす障
がいがあるこどもや大人、
その家族が近隣住民との
理解を深めあい、同じ生活
者として安心して暮らすこ
とを目的に活動しています。
　今年の3月には、一般社団法人精神障害当事者会ポルケを招き、防災講
座「災害時要援護者をめぐる状況」を開催し、障がいがある方とその家族、
支援者など20名以上の方が出席しました。当日参加した大田区視覚障害
者協会前会長の山内京子さんからは、「障がい当事者だからといって支援
されるばかりではなく、支援できることもある。地域の防災訓練に積極的に
参加して、自身のことを知ってもらえるようにしている」とお話がありました。

NPO法人　大森コラボレーション

災害への備えを当事者と一緒に考えます!

地域のなかでできる？～災害に備えて～
　大規模災害時の救助や避難などには、日頃のご近所付き合いが
力を発揮します。
　阪神・淡路大震災では倒壊した建物から脱出できた人の約8割が、
家族や近隣の住民等により救出されたことがわかっています。
　防災・減災をテーマに地域のつながりについて考えてみませんか？

能登半島地震被災地でのサロン活動からみた地域のつながりの大切さ

防災助っ人集団　やっこさんの会

想像力を呼び覚まそう！

NPO法人　CONNECT（コネクト）

▲NPO法人　CONNECT
（左から）原田さん、須藤さん、緑川さん

　このプログラムでは、都内から参加し
たボランティアが、現地の社会福祉協
議会と協力し、輪島市・穴水町内に8か
所の住民サロンを立ち上げ、その運営
を行いました。
　サロンでは、住民同士のつながりを絶
やさないことを目的に、毎週同じ時間、
同じ場所で飲み物とホットケーキの提
供を行い、参加された方とお話をしまし
た。
　被災された方々はサロンヘの参加を
続けることで、ご自身の体験を繰り返し
語ったり、近所同士での情報を交換した
りできるようになっていったそうです。　

▲東京ボランティア・市民活動センター　
間瀬さん（左）、加納さん（右）

▲国際都市おおた協会主催
外国人向け応急救護訓練の様子

▲3月の講座の様子

寄りかかれて
希望になる場所（サロン）が
被災した方にとって
心の支えになっていると
感じました。

⬆参加したい方は
こちら

▲訓練日の前に訪問し、タオルを渡して
訓練の説明をします

【日　時】７月11日（金）18:00-20:00  受付開始17：30
【会　場】大田区社会福祉センター４階（大田区西蒲田7-49-2）
【定　員】30名（事前申込制）
【内　容】大田区防災危機管理課によるミニ講義 ⁄ グループワーク
【申　込】右記申込フォームまたは電話、メール
【問合先】大田区社会福祉協議会
　　　　 ボランティア担当

▲居住者が玄関先に赤と黄色の
タオルを日替わりでかけることで、
自身の安否を知らせます

この取組を継続することで一歩でも半歩でも
地域の防災意識を高めたい。行政だからできることと、
町会ができることをお互いに協力して行っています。
災害時に、お互いに助けあえるまちづくりを目指して、
地道な活動ですが、防災意識を高める活動をしていきたいです。

▲災害時に備え、町会メンバーが話し合います

自治会・町会での活動

　また、来場が習慣になることで、だんだんと相談がこぼれてくるようになり、
相談に対応する地域の支援者・団体ともつながりやすくなりました。
　このように、地域の方々がつながり、支えあう場があることで、災害により
一時的に休止していた地域活動が再開していく機運が高まり、新しいサロン
が生まれた地域もありました。
　ある地域ではこのプログラ
ムをきっかけに、地域の障害者
通所施設がサロンの運営を続
け、障がい当事者が店長になり
ました。店長に会いに行くのを
楽しみにしている人も多く、今
では地域の集いの場として親
しまれています。

参考：石川県（n.d.）「目的別・令和6年（2024年）能登半島地震に関する情報
　　（復旧本部、災害対策本部）」

【問合先】TEL：03-5753-7884（NPO法人  大森コラボレーション）

▲オリジナルの防災かるた

外国につながりのある方との活動

自分の命とまわりの命を
 一緒に守りましょう！

※HUG(避難所運営ゲーム)
　避難所の運営を図上で疑似体験し､実際の
　運営の様子をイメージするカードゲーム

ハグ

※大田区が災害時の外国人支援を円滑に行うために設置する拠点

講座の
お知らせ大田区災害ボランティアセンター主催

大田区、大田区社会福祉協議会
一般社団法人　地域パートナーシップ支援センター 

TEL: 03-3736-5555  
Mail: voc@ota-shakyo.jp

⬆参加したい方は
こちら

広 告 広 告

大森公証役場
大田区大森北1-17-2
大森センタービル2階
TEL.3763-2763
FAX.
ホームページ

＊ Ｊ Ｒ 大森駅中央東口　徒歩3分
京浜急行大森海岸駅　徒歩5分
駐車場については、事前に電話で
お尋ねください。

http://omorinotary.sakura.ne.jp/

3763-4500

至品川

至東京

北口 中央東口
ローソン

セブン
イレブン

至横浜

至京急蒲田京急
大森海岸駅

大森公証役場

JR大森駅

日立
別館

日立
第二別館西友

大森ベルポート

ファミリーマート
ファミリーマート
駐輪場

ロー
タリー

イトーヨーカドー

公正証書の作成 (遺言、任意後見、養育費等
離婚給付、保証意思宣明等)・定款等の認証
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広 告

　「自分のできることで、誰かの力になれたら」。そんな温かな思いを胸に、
日々活動されているのが、仲池上在住の秋元さんです。中華料理店を50年に

わたり営んできた経験や、趣味の尺八
を活かし、地域のこどもや高齢者に笑
顔を届けています。
　日頃は、高齢者施設等でシニアクラ
ブの仲間と共に演奏を披露したり、
「夏休み限定！こども料理体験」ではこ
どもたちと一緒に餃子を作ったりと、そ
の活動は多彩です。今年１月には地域
福祉Coが実施する、こどもの居場所
づくり事業「のびのび」にも協力。自慢
の中華料理を振る舞い、こどもたちと
の交流を楽しみました。また、将棋好き

社協会員社協会員 募集募集

コンビニエンス
ストアでも
納付できます。

【申込】

赤い羽根共同募金は、
大田区の福祉施設・団体を応援します

　地域配分（B配分）は、それぞれの地域でお寄せ
いただいた寄附金の一定割合を、その地域で活か
すことを目的とした配分です。
　配分を希望する施設・団体は所定の申請書（本会
ホームページからダウンロードできます）をご提出
ください。

　大田区で暮らす方、そして大田区で地域活動に関わる
皆さまと共に､“５年後の地域の姿”を考えながら､参加者同
士がつながりあえる場を目指して､今年も開催いたします｡

赤い羽根共同募金
令和7年度地域配分（B配分）
申請の受付がスタートしました！

住民懇談会

大田区社協窓口又は、専用の振込
用紙にてお申込みいただけます。

会員の種別
個人正会員
個人特別会員
団体賛助会員
団体特別会員
団体施設会員

一口
一口
一口
一口
一口

1,000
10,000
3,000
10,000
3,000

年会費(円)　皆さまからいただいた会費は、
ボランティア活動や地域活動を支援
する事業に、大切に活用しています｡
活動の趣旨にご賛同いただき､社協
会員としてご協力くださいますよう
お願い申し上げます。
（詳しくは右記コードから）

【問合先】庶務･計画担当　TEL　03-3736-2021

【問合先】 

大田区社協は、会費や寄附金、共同募金を原資に、
地域福祉推進事業や福祉活動の支援等を行っています。

令和7年2月20日～令和7年6月10日

ダイドードリンコ株式会社
成友興業株式会社

8,907
9,079

塩川　悦男
宮澤　勇

40,000
3,000
20,000おおた地域見守りネットワーク

フィット電装株式会社 1,000,000
二瓶　敏明 7,491
一般社団法人爽楽社 1,200,000
密蔵院 2,000,000
藏方　玲子 150,000
上島　収一 20,000
匿名　２件 20,000

お名前（順不同・敬称略） 金額（円）

フィット電装（株）様

あたたかいご寄附をありがとうございました

東京都共同募金会大田地区配分推せん委員会事務局
庶務・計画担当 TEL ０３-３７３６-２０２１

　令和７年６月５日に開催された理事会におい
て、理事の互選により、会長・副会長・常務理事
を次のとおり決定いたしました。

会　   長:中島　寿美
　　　  （六郷地区自治会連合会）　【再任】
副 会 長:吉野　鷹夫
　　　  （地域福祉関係）　　　　　【再任】
副 会 長:鈴木　英明
　　　  （新井宿自治会連合会）　　【再任】
副 会 長:小山　君子
　　  　（蒲田東地区自治会連合会）【新任】
副 会 長:海老澤　信吉
　　  　（雪谷地区自治会連合会）   【新任】
常務理事:近藤　高雄
　　　　（大田区社会福祉協議会事務局長）
　　　　　　　　　　　　　　　　【新任】

引き続き、ご支援ご協力のほど
よろしくお願い申し上げます。

会長･副会長･常務理事を選任しました
ご 報 告

 

令和7年度 

大森会場 糀谷･羽田会場

【申　込】

【問合先】 庶務・計画担当 TEL ０３-３７３６-２０２３

【定　員】 各会場40名

727（日）14：00～16：00
入新井集会室大集会室
大森北１-１０-４ 
Luz大森４階

日
時

場
所

731（木）18：00～20：00
大田区社会福祉センター
４階会議室
西蒲田７-４９-２

日
時

場
所

8 1（金）14：00～16：00
調布地域庁舎
１階会議室
雪谷大塚町４-６

日
時

場
所

7２９（火）14：00～16：00
羽田地域力推進センター
４階会議室
羽田１-１８-１３

日
時

場
所

蒲田会場 調布会場

配分申請額 １施設・団体あたり５万円から３０万円
（総事業費の７５%以内）
対象施設・団体 児童館、保育施設、障がい児・者の
地域生活支援・就労支援を行う施設・団体等
対象事業の例 令和８年度に実施する以下の事業
備品の購入､小規模修理、研修・訓練・交流などの事業
※利用者のために購入・実施されるもの
が対象です
申請書提出期限 令和７年９月３０日（火）

参加者 大募集！

申込締切 
事前申込制

7⁄18

1

３ ４

２

▲令和６年８月  道々橋自治会
「夏休み限定！こども料理体験」 ▲笛の練習中

▲秋元　誠次さん（76歳）

のこどものために将棋盤を寄付するなど、身近
にできることを行っています。
　「特別なことはしていない。ただ楽しんでいる
だけ」と語る秋元さん。近隣に困っている人がい
れば声をかけ、食料を届けたり、話し相手になっ

たりと、自然体で人を支え
る姿勢が魅力です。
　「大きなことはできない
けれど、身近な人を一人でも助けられれば」と話す言葉
には、地域の支えあいの思いが込められています。
　最後に「笛を習い始めたから、マスターしたい」と今
後の目標を語ってくれました。日々を楽しみながら活動
する秋元さんの姿は、私たち地域の自慢です。

地域福祉コーディネーター（地域福祉Co）が出会った「地域で自慢の人」を紹介します。

「楽しんでいるだけ」と語る地域の名脇役vol. 1地域で自慢の人

⬆詳しくはこちら

右記コード、
またはFAX ０３-３７３６-２０３０
①希望の会場②氏名③電話番号
をお知らせください。
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